
14

保健医療学部

国際コミュニケーション学部

文学部

茨城県立医療大学  Ibaraki Prefectural University of Health Sciences

群馬県立女子大学

学長：永田博司
NAGATA Hiroshi
神経内科学
任期：2016.8～ 2020.3

学長：小林良江
KOBAYASHI Yoshie
ジェンダーポリティック
ス、国際政治学
任期：2017.10～2021.9

  Gunma Prefectural Women's University
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所在地 〒300-0394 茨城県稲敷郡阿見町阿見4669-2
交通 JR土浦駅からバス25分
TEL 029-888-4000　FAX　029-840-2301
設置者 茨城県
開学年 1995年
学生定員 725名   教員数  104名   職員数  24名

HISTORY & MISSION
　茨城県立医療大学は、医療の専門職を養成する 4年制
大学として、1995年に開学しました。翌 1996年には、
国公立の医療系大学として初めてリハビリテーション専
門病院を付属病院として開院。学生の実習・臨床研究の
場となりながら、地域の医療を支えています。
　医療専門職養成と地域医療人への教育環境の提供、地
域貢献、保健医療分野の研究推進などをmissionとして
います。

PROFILE
●臨床技術のスキルアップのためのシミュレーション教
育実習室、高度な放射線技術が学べる実習・研究用の
MRI（磁気共鳴画像）、CT、SPECT（単一光子放射断
層撮影）装置、放射線治療装置（リニアック）など、最

地域医療を支える人間性豊かな専門職を育成
先端の医療知識や技術を修得できる学修環境を提供し
ています。

●大学院保健医療科学研究科として、博士前期課程と同
後期課程を設置しています。

●地域包括ケアも視野においた多職種連携教育の導入な
ど、絶え間ない教育改革により、幅広い科学的知識と実
践力、自己発展性を備えた医療人育成を目指しています。

●地域貢献研究センターを設置し、認定看護師教育課程
や看護専任教員養成講習会の開講、自治体の各種会議
等への教員の積極参加、地域の産業との連携（医工連携）
などを推進しています。

TOPICS
　海外の大学と交流協定を締結し、単位認定科目として学
生を派遣しています。

所在地 〒370-1193 群馬県佐波郡玉村町大字上之手1395-1
交通 JR新町駅からバス10分 /JR高崎駅からバス35分
TEL 0270-65-8511　FAX　0270-65-9538
設置者 群馬県公立大学法人（群馬県）
開学年 1980年　（法人設立年 2018年）
学生定員 898名   教員数  57名   職員数  25名

HISTORY & MISSION
　本学は「広く知識を授け、深く専門の学芸を教授研究する
とともに、家庭生活の向上及び地域社会における文化の進
展に寄与し、更に国際化社会に対応し得る広い教養と豊か
な情操を備えた人材を育成する」ことを目的として、1980
年4年制女子大学（文学部3学科）として開学しました。そ
の後、2005年に国際コミュニケーション学部、2009年に
総合教養学科（文学部）を新設。学部に対応した2研究科（修
士課程）や附属機関（外国語教育研究所、群馬学センター、
地域日本語教育センター、キャリア支援センター）なども備
え、教育研究に積極的に取り組んでいます。

PROFILE
●開かれた授業：各国大使や各分野の専門家等を招き、
県民とともに学ぶ公開授業を充実。学生の意欲も向上。

世界へ、未来へ羽ばたく 女性リーダーの育成
●外国語教育の充実：奨励金支給により海外留学を支援。
ネイティブ教員やCALLシステムの活用。国際コミュニ
ケーション学部は、卒業時のTOEIC800点到達が目標。
●徹底した少人数教育ときめ細かな学生支援：専任職員の
他、学年毎に支援担当教員を置き、学生を手厚くフォロー。
●キャリア支援：1年生から豊富なキャリア支援授業を
開講。キャリア支援センターでは専門スタッフによる個
別面談、面接練習を実施。就職のための各種特訓講座
を充実。インターンシップも積極的に推進。

TOPICS
　本学は、2020年4月に開学40周年の節目を迎えます。
これからも次代を担う女性を育成するとともに、特色豊か
な群馬県の発展に寄与する大学へと更なる改革に取り組み、
歴史を積み重ねていきます。
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